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研究要旨 

 本研究では非血縁者間末梢血幹細胞移植ドナーの安全性に関する情報管理を整備し，より安

全かつ効率的なシステムを構築すること，さらに血縁ドナーと非血縁ドナーの安全性に関する

情報管理の一元化を行い，移植施設への feedback システムを確立することを目的とする。2018

年 4 月末現在，日本骨髄バンク(JMDP)非血縁者間末梢血幹細胞採取認定施設は 108 施設とな

り，非血縁者間末梢血幹細胞移植術は 476 件施行されている。2017 年は 165 例の移植が行わ

れており，年々増加傾向にある。JMDP を介する非血縁者ドナーコーディネートにおいてはこ

れまで報告用紙への記載と FAX を用いて情報伝達を行って来たが，より効率的かつ安全に運

用するため，収集項目を見直すとともに，現在オンラインによるドナーコーディネートシステ

ムを構築中である。今後本システムを血縁ドナーにも運用するべく，日本造血細胞移植学会・

データセンター及び日本赤十字社とともに検討を進めている。 

 

Ａ. 研究目的 

非血縁者間末梢血幹細胞移植ドナーの安全性に関する

情報管理を整備し，より安全かつ効率的なシステムを構

築する。さらに血縁ドナーと非血縁ドナーの安全性に関

する情報管理の一元化を行い，移植施設へのfeedbackシ

ステムを確立する。 

 

Ｂ. 研究方法 

1. 日本骨髄バンク(JMDP)においてこれまで行われてき

たドナーコーディネート方法及びドナー安全性に関す

る情報を総括し，収集する情報を再検討する。 

2. これまで紙文書を用いてFAXにて連絡・情報管理を行

ってきたが，新たにオンラインによるドナーコーディネ

ートシステムを構築し，より安全かつ効率的なコーディ

ネートシステム及び安全管理体制を構築する。 

3．これまで独立して行なわれてきた血縁ドナーと非血

縁ドナーの安全情報の管理の一元化について，JMDPドナ

ー安全委員会，日本造血細胞移植学会ドナー委員会，造

血細胞移植データセンター，日本赤十字社の4者が協力

して情報管理の一元化システムを構築する。具体的には

JMDPが現在構築しているドナーコーディネートシステ

ム及び安全管理システムと学会・データセンターのデー

タ管理を一体化して日本赤十字社の協力のもとに運用

を目指す。 

＜倫理面への配慮＞ 

本研究は効率的かつ安全なドナーコーディネートシス

テムの確立を目指すものであり，特定の被験者を対象と

しないため倫理面の問題はない。 

 

Ｃ. 研究結果 

1. 非血縁者間ドナーコーディネート及び採取の現状 

2018年4月末現在，日本骨髄バンク非血縁者間末梢血

幹細胞採取認定施設は108施設となり，非血縁者間末梢

血幹細胞移植術は476件施行されている。2017年は165

例の移植が行われており，年々増加傾向にある。平均の

コーディネート期間は，2014年113.5日，2017年106.5



日であり，短縮傾向にあるが，依然100日を超えている。

2017年においては2件の重篤な有害事象が発生した。 

2. JMDPにおけるドナーコーディネートシステムの再検

討とオンラインシステムの構築 

JMDPドナー安全委員会において，収集しているドナ

ー情報項目について見直しを行った結果，幾つかの項

目については今後収集する必要はないと判断した。そ

れらを元にオンラインコーディネートシステムのプロ

グラムの構築を進めている。JMDPのコーディネーター

はタブレット型端末を用いて情報を入力する。患者担

当医師はインターネットにアクセスしてドナー候補者

の選択を行い，またコーディネート状況を確認できる。

これにより大幅な業務量の減少と効率化，コーディネ

ート期間の短縮が期待出来る。 

 

Ｄ. 考察 

我が国において非血縁者間末梢血幹細胞移植件数は増

加しているものの，欧米と比較して依然全体に占める

割合は低く，コーディネート期間も長い。しかしJMDP

において安全管理体制が整備され，情報管理も行われ

てきた。今後はオンラインシステムの稼働により一層

の効率的な運用が可能となる。さらに本システムを血

縁ドナーにも適用して用いることにより血縁ドナーに

対しても安全管理体制を構築できるものと考えられる。 

 

Ｅ. 結論 

JMDPにおけるオンラインドナーコーディネートシステ

ムを構築し，業務量の減少と効率化によりコーディネー

ト期間の短縮とより厳密な安全情報管理を目指してい

る。さらに血縁ドナーに対しても同一基盤での運用を行

い，安全管理体制の構築を目指す。 
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